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へブライ語聖書対訳シリーズ
――刊行の言葉――

　聖書は日本においても隠れたベストセラーとして，これまで幾多の邦

訳聖書が刊行され，読み継がれてきた．さて，聖書というとき，原典は

ギリシア語で書かれた新約聖書と，ヘブライ語で書かれた旧約聖書（一

部はアラム語）より成り立っている．その翻訳の歴史は，古くは聖フラ

ンシスコ・ザビエルが 1549 年に持参した邦訳『マタイ伝』の一部にさ

かのぼるといわれ，最近では 1987 年に新共同訳が完結した．先人たち

の努力による，翻訳という大変な難事業を通して，聖書への道が我が国

にも拓かれてきたのである．

　ただし，聖書に限らず，一般の文学や古典にも当てはまることだが，

翻訳を幾種類か読み比べるとき，だれもが戸惑う経験がある．それは，

あたかも異なった原文から訳出されたかのような意味合いを持つ翻訳箇

所に，しばしば出会うことである．しかし，いかに立派な翻訳であって

も，翻訳が原典のもつニュアンスをすべて，また正確に伝えるのは不可

能に近い．

　すでに，紀元前 2 世紀に書かれた旧約聖書外典の『シラ書』が，次の

ように語っている．

「我々は，懸命に努力したのであるが，上手に翻訳されていない語句

もあると思われるので，そのような箇所についてはどうかお許し願い

たい．というのは，元来ヘブライ語で書かれているものを他の言語に

翻訳すると，それは同じ意味合いを持たなくなってしまうからであ

る．この書物だけではなく，律法および他の書物でさえも，いったん

翻訳されると，原著に表現されているものと少なからず相違してくる

のである」
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　したがって，熱心な読者がより深い理解を求めて，翻訳から原典に直

接触れることを望むのは，しごく当然であろう．もちろん，原典への道

は容易ではない．とりわけ，ヘブライ語のような馴染のうすい古典語で

綴られた旧約聖書の場合，原典講読はごく少数の専門家のみに限られて

きた．しかし近年，邦訳聖書の普及と聖書への関心が高まるのにつれ

て，一般の人々の間にも旧約聖書原典そのものに親しみたいとの要望が

上がっている．

　幸いにもユダヤ人によって再建された国，イスラエルにおいて，その

言語も復活されたことは，言語学史上奇跡的な偉業と見られている．そ

の結果，現代語から入って聖書ヘブライ語を身近なものとして学ぶこと

ができるようになった．編者らはその恩恵に浴した一人一人である．

　ここに，小社は，日本の聖書を愛する方々に，（そして必ずしもヘブ

ライ語を正式に学んだことのない人も近づけるような）旧約聖書の原典

への道を提供したく，原文の逐語訳を試みようと，『ヘブライ語聖書対

訳シリーズ』を企画した次第である．

　もとより，翻訳の場合と同様，逐語訳においても「唯一で決定版」と

いうものはありえない．本書は日本初のインターリニア聖書でもあり，

非学非才の編者は出来映えの甚だ理想に遠いことを承知している．これ

が一つの叩き台ともなり，さらにより良き類書の出現するのを期待した

い．しばらくは，このささやかな試みが，聖書を愛読する方々の渇望を

いやすのにいささかでも役立つならば，望外の幸せである．

　終わりに，本書の企画に対して温かい理解を示し，「新共同訳聖書」

の 使 用 を 快 諾 し， ヘ ブ ラ イ 語 原 典 BIBLIA HEBRAICA 

STUTTGARTENSIA の使用許可の労を執って下さった日本聖書協会に

対して，心からなる感謝の意を表したい．

ミルトス・ヘブライ文化研究所
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本書の特長と使い方

　本書は，旧約聖書のヘブライ語原典と日本語逐語訳を並べたインター

リニアの対訳聖書です．すなわち，原典の一語一語の下に日本語カナ式

発音と逐語訳を付け，適宜に脚注をもって補い，さらに日本語聖書とし

て「新共同訳」を本文欄外に載せました．

　本書の編集方針は，読者としていわゆる専門研究者というより，一般

の平信徒ならびに聖書を愛読する社会人を対象としました．したがって

次の諸点に留意して，本書をご利用ください．

1． 本文        ヘブライ語の本文は，『ビブリア・ヘブライカ・シュトッ

トガルテンシア BIBLIA  HEBRAICA  STUTTGARTENSIA  』

（ドイツ聖書協会）を使用しました．BHS と略称されるこ

の本文は，底本にレニングラード写本を用い，旧約聖書の

本文として信頼性の高いものです．

　本文中に写本の違いで他の聖書と異なる箇所があります．

しかし，原文テキストの校訂が本書のテーマではありません

ので，その異同についての言及は最小限にとどめました．

2． 語順     ヘブライ語は，アラビア語と同じセム語族に属し，文字を

右から左に綴ります．本文中は，日本語もそれにならって

右から左に書くことに統一しました．（ただし脚注は通常ど

おり，左から右に書きました）

　最初は読みづらいと思われるでしょうが，元来日本語もそ

のように綴られていたのですから，しばらくの間我慢してい

ただければ，慣れることができるでしょう．
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3． 発音        初学者でもヘブライ語原典を自分なりに読めるように，

日本語カナ式発音表示を付けました．もちろん，正確な意味

では日本語のカナで外国語の発音を表記することは不可能

ですが，ヘブライ語の原典になじみ，やがて興味を持った

場合の朗読の手がかりとして設けました．

　読み方は，イスラエル国営放送の聖書朗読者の発音に準拠

しました．別売の『聖書朗読ＣＤ』をお聞き下さい．（さら

に詳しくは，本書の「発音について」を参照のこと）

4． 訳語      訳語は，限られたスペースの中で，簡明に原語の意味が

くめるよう，直訳に近い語義を選び，しかも全体として日本

語として読みやすいように工夫しました．

　原語一語に対して訳語一語を対応させました．しかし，原

語のニュアンスを一つの訳語に限定するのは無理な場合があ

ります．したがって，本書の訳語が唯一で決定的なものと断

定するものではなく，ほかにも可能性があることは申すまで

もありません．適宜に脚注に「別訳」として掲げましたの

で，御参照下さい．

また，同一の原語はなるべく同一の訳語を付けることにしま

したが，必ずしもこの原則を機械的に守ったわけではありま

せん．

5． 文法      訳語の下に，簡単な文法的説明を付けました．ヘブライ語

の知識がなくても，他の外国語に準じて，品詞や性，数の

区別を知るだけでも，原典の理解に役立つでしょう．（詳し

くは，文法用語略語表を御覧下さい）
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発音について

ヘブライ文字と記号

　ヘブライ語聖書を見ると，横に単語が並んでいますが（右から左に読

む），単語を構成する文字にいろいろの符合が付いています．

　ヘブライ語の文字は 22 字より成り，これらはすべて子音文字です．

母音は，「ニクダー」と呼ばれる記号を，文字の下ないしは上に付けて

表示します．この母音記号の他に，「タアメー・ハミクラー」という符

号があります．これは，ユダヤ教において聖書の読み方を正しく伝える

ための記号で，朗読のための　1）音符の役割，2）アクセントの位置表

示，3）句読点の役割，として働いています．聖書の構文を理解する上

で，キー・ポイントとなります．詳しくは『今日からわかる聖書ヘブラ

イ語』（ミルトス刊）を参照して下さい．

発音表記について

　本書は，発音について現代イスラエルで標準的に認められている読み

方に従いました．ヘブライ語を修得している人には発音表示は必要あり

ませんが，より多くの人にヘブライ語の読み方に馴染んでいただくため

に，カナ表記を付けました．表記のルールは次のとおりです．

  1）原則として，発音はカタカナで表記する．

  2）ただし，次の子音は，ひらがなで表記する．

注意：発音は右から左に読む

	 M（らメッド）	 BM&	 　　	 　cf.    BY(

	 H（ヘット）	 CH(	  L（はフ）    nLM!

ヴれ ヴラ

グは ーふれ
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  3）［si］の音は「スィ」で表記する．

	       YJR%　　　　 cf.　   YJf%

 4）［v］の音は「ヴ」で表記する．

	      BaI　　　　　　 bY' D' F!

 5）子音の D，I，[が語尾に釆たとき，「ド」「ト」と表記する．

　　　　　　  DF% l)　　　　　     Ix) f!  O%

　  単語の中にあって母音を伴わないとき，「ドゥ」「トゥ」とする．

　　　　　  Yj) D! O%　　　　　      Mt& x( [!  E%

 6）強ダゲッシュは本来，子音を重ねて発音することを意味するが，

カタカナでその読みを表わすのは難しいので簡略化する．

母音の長短について

　文法上は，母音記号に長短の区別があるが，現代イスラエルの発音で

はその区別はほとんど認められない．

　むしろアクセントのある母音（すなわち，タアメ・ハミクラーが付い

ている文字）を長めに読む傾向があり，または，促音「ッ」として読む

人もある．音の長さは，朗読する人によって微妙に違うので，カナ表示

の完全な法則化は出来ない．長音の記号「ー」は，一つの目やすと考え

ていただきたい．

ルーィス ルーシ

ヴト ふレデェヴ

ドィヴダ トッパュシミ

ルバゥドミ るれパゥトヒ
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文法用語略語表

1．  品詞	 	 固   固有名詞	 	   接   接続詞

	 	 代   代名詞	 	   冠   冠詞

	 	 形   形容詞	 	   間   間投詞

	 	 副   副詞	 	   関   関係詞

	 	 疑   疑問詞	 	   前   前置詞

	 	 数   数詞	 	   尾   接尾辞

2．  数と性		 単   単数	 	   男   男性

	 	 複   複数	 	   女   女性

	 	 双   双数

3．  動詞の態	 パ   パアル態	 	   ヒ   ヒフイル態

	 	 ニ   ニフアル態	   フ   フフアル態

	 	 ピ   ピエル態	 	   ト   ヒトパエル態

	 	 プ   プアル態

4．  動詞の時制	 完   完了形	 	   分   分詞

	 	 未   未完了形	 	   受分   分詞受動態

	 	 命   命令形	 	   不   不定詞

	 	 指   指示形	 	   倒   倒置のヴァヴ

	 	 願   願望形	 	   長   長形の命令形

5．  その他		 連   連語形	 	   強   強調の語尾

	 	 停   停止形	 	   方   方向を示す語尾の E
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脚注について

　原則として，脚注は次のような箇所に付けた．

1. 動詞の語根（ショーレシュ）が容易に見分けにくい箇所．

　 （例）NJS%   Y& O! ＝√ SSY　　√の次の SSYがショーレシュ

2.    訳語が他にも考えられる箇所．

　 （例）G*S＝　  「砦」　　　本文中の訳語は「力」

3.  ＜　動詞や名詞などで，活用したり，接尾辞などが付いて，基本形

が見分けにくい箇所．

　（例）c[' S) nfJj% ＜ ES) nfJ! ＝    「勝利」

4. その他簡単な歴史的，聖書知識的な解説を要する箇所．

　　　　　　　　　略記号の意味

 脚注データ一覧 - 1 Page  - ()

1.  √      
 脚注データ一覧 - 1 Page  - ()

1.  √      

 脚注データ一覧 - 1 Page  - ()

1.  √      

(A.E.COWLEY, GESENIUS' HEBREW GRAMMAR, 
   AS EDITED AND ENLARGED BY E. KAUTZSCH, OXFORD)

    　別訳，本文の単語に示した訳以外の意味．

√  　語根，特に語根が見分けにくいもの．

＜  　基本形，動詞や名詞で活用する前の形のこと．

「  」  訳語．

    　類語 , 反対語，また聖書の箇所の参照．

‘  ’  直訳だけでは分かりにくい箇所の意訳．

（  ）  補足的説明．

    　訳語や語根のとらえ方に二つ以上の意見がある場合．

    　ケティブ，マソラ一本文に書かれているままの綴り．

    　ケレー，マソラーの学者が，欄外に口伝の読み方を記したもの．

★　　本文の読みの部分に★が付いている場合は，本文に書かれてい

    　る綴りのままに読まずに，脚注の  にしたがって読んでいる．

Ges 　ゲゼニウス・ヘブライ語文法書

 脚注データ一覧 - 1 Page  - ()

1.  √      

 脚注データ一覧 - 1 Page  - ()

1.  √      

 脚注データ一覧 - 1 Page  - ()

1.  √      

 脚注データ一覧 - 1 Page  - ()

1.  √      

 脚注データ一覧 - 1 Page  - ()

1.  √      

 脚注データ一覧 - 1 Page  - ()

1.  √      

 脚注データ一覧 - 1 Page  - ()

1.  √      
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単男・冠前
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連単女・前
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の工陶

単男分パ・冠

ンケ
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副
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は達たなあ
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不パ・前・接

ドィヴアハるウ
にめたすや絶てしそ
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単男・冠
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代・冠
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らか悪のそ

尾・単女・前
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のろこと～
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単１完ピ
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2. ＝直前の単語  （命令形）を受けて，

ヴァヴ倒置の動詞においては命令の意味が継承

される．

＝分詞の名詞的用法，原意は「造る者」．

3. ＜

，

＝ 「石」

4. ＝√

＝√

＜

＝‘陶工の目にかなう’の意

7. ＝ ｴﾚ1:10．

8. ＝ 「もし帰るなら」（＝新共同訳）

, ＝接尾辞（３男単）は 「民族」を指

す．

9. ＝ ｴﾚ1:10．

10. ＝ 「もしそれが行なうなら」（＝新共同

訳）

，

＝√

11. ＝分詞の名詞的用法．

＝√ ， 「考える」

＝原意は「人」

＝√

12. ＝√ ，原意は「諦める」

＜

13. ＝‘これらのような事を’の意．

14. ＝ の古形．

＝疑問辞 と併用される二重疑問（Ges

§150-c）．

15. , , ＝主語は （集

合名詞）．

＜

＝√ ，原意は「土を盛り上げる」

16. ＝√ ，原意は「置く」

＝ 「恐怖に」

， ，原意は「口笛を吹く音」

＝分詞の名詞的用法．

＜

＜ ＝√ ，原意は「さまよわせる」

17. ＜ ＝√

＝‘私は彼らの顔ではな

くうなじを見る’の意．

＜ ，70人訳，シリア語訳，ウルガタ

訳は 「私は彼らに見せる」と読み替えてい

る（＝新共同訳など）．

＜

18. ＜ ，原意は「行く」

＝√ ， 「考える」

＝「教え，指図，律法」

＝形容詞の名詞的用法．

＜ ＝√

＝アル禁止形．

＜ ＝√

20. ＜

＝不定詞に付く人称接尾辞が意味上の主

語．

＜ ＝√

＜

21. ＜

＜ ＝√

＝‘あなたは彼らを剣の手

に渡せ’の意．

, ＜

＝形容詞の名詞的用法．

＝分詞の名詞的用法．

＜ ＝√ ，分詞の名詞的用法．

22. ＝意味は指示形．

＜ ＜

＜ ＝√

＜

，

＜

23. ＝感情や認識を表す状態動詞は，現在

のことを表す場合でも完了形が用いられる．

＜

, ＝アル禁止形．

＜

＜

， ，意味は指示形．

＝分詞の名詞的用法．

＜ ，原意は「鼻」
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ヴァヴ倒置の動詞においては命令の意味が継承
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＝分詞の名詞的用法，原意は「造る者」．

3. ＜

，

＝ 「石」

4. ＝√

＝√

＜

＝‘陶工の目にかなう’の意

7. ＝ ｴﾚ1:10．

8. ＝ 「もし帰るなら」（＝新共同訳）

, ＝接尾辞（３男単）は 「民族」を指

す．

9. ＝ ｴﾚ1:10．

10. ＝ 「もしそれが行なうなら」（＝新共同

訳）

，

＝√

11. ＝分詞の名詞的用法．

＝√ ， 「考える」

＝原意は「人」

＝√

12. ＝√ ，原意は「諦める」

＜

13. ＝‘これらのような事を’の意．

14. ＝ の古形．

＝疑問辞 と併用される二重疑問（Ges

§150-c）．

15. , , ＝主語は （集

合名詞）．

＜

＝√ ，原意は「土を盛り上げる」

16. ＝√ ，原意は「置く」

＝ 「恐怖に」

， ，原意は「口笛を吹く音」

＝分詞の名詞的用法．

＜

＜ ＝√ ，原意は「さまよわせる」

17. ＜ ＝√

＝‘私は彼らの顔ではな

くうなじを見る’の意．

＜ ，70人訳，シリア語訳，ウルガタ

訳は 「私は彼らに見せる」と読み替えてい

る（＝新共同訳など）．

＜

18. ＜ ，原意は「行く」

＝√ ， 「考える」

＝「教え，指図，律法」

＝形容詞の名詞的用法．

＜ ＝√

＝アル禁止形．

＜ ＝√

20. ＜

＝不定詞に付く人称接尾辞が意味上の主

語．

＜ ＝√

＜

21. ＜

＜ ＝√

＝‘あなたは彼らを剣の手

に渡せ’の意．

, ＜

＝形容詞の名詞的用法．

＝分詞の名詞的用法．

＜ ＝√ ，分詞の名詞的用法．

22. ＝意味は指示形．

＜ ＜

＜ ＝√

＜

，
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23. ＝感情や認識を表す状態動詞は，現在

のことを表す場合でも完了形が用いられる．

＜

, ＝アル禁止形．

＜

＜

， ，意味は指示形．

＝分詞の名詞的用法．

＜ ，原意は「鼻」
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16. ＝√ ，原意は「置く」

＝ 「恐怖に」

， ，原意は「口笛を吹く音」

＝分詞の名詞的用法．
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＜ ＝√ ，原意は「さまよわせる」
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＝‘私は彼らの顔ではな

くうなじを見る’の意．
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＝「教え，指図，律法」

＝形容詞の名詞的用法．

＜ ＝√

＝アル禁止形．
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＝不定詞に付く人称接尾辞が意味上の主
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に渡せ’の意．

, ＜
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2. ＝直前の単語  （命令形）を受けて，

ヴァヴ倒置の動詞においては命令の意味が継承

される．

＝分詞の名詞的用法，原意は「造る者」．

3. ＜

，

＝ 「石」

4. ＝√

＝√

＜

＝‘陶工の目にかなう’の意

7. ＝ ｴﾚ1:10．

8. ＝ 「もし帰るなら」（＝新共同訳）

, ＝接尾辞（３男単）は 「民族」を指

す．

9. ＝ ｴﾚ1:10．

10. ＝ 「もしそれが行なうなら」（＝新共同

訳）

，

＝√

11. ＝分詞の名詞的用法．

＝√ ， 「考える」

＝原意は「人」

＝√

12. ＝√ ，原意は「諦める」

＜

13. ＝‘これらのような事を’の意．

14. ＝ の古形．

＝疑問辞 と併用される二重疑問（Ges

§150-c）．

15. , , ＝主語は （集

合名詞）．

＜

＝√ ，原意は「土を盛り上げる」

16. ＝√ ，原意は「置く」

＝ 「恐怖に」

， ，原意は「口笛を吹く音」

＝分詞の名詞的用法．

＜

＜ ＝√ ，原意は「さまよわせる」

17. ＜ ＝√

＝‘私は彼らの顔ではな

くうなじを見る’の意．

＜ ，70人訳，シリア語訳，ウルガタ

訳は 「私は彼らに見せる」と読み替えてい

る（＝新共同訳など）．

＜

18. ＜ ，原意は「行く」

＝√ ， 「考える」

＝「教え，指図，律法」

＝形容詞の名詞的用法．

＜ ＝√

＝アル禁止形．

＜ ＝√

20. ＜

＝不定詞に付く人称接尾辞が意味上の主

語．

＜ ＝√

＜

21. ＜

＜ ＝√

＝‘あなたは彼らを剣の手

に渡せ’の意．

, ＜

＝形容詞の名詞的用法．

＝分詞の名詞的用法．

＜ ＝√ ，分詞の名詞的用法．

22. ＝意味は指示形．

＜ ＜

＜ ＝√

＜

，

＜

23. ＝感情や認識を表す状態動詞は，現在

のことを表す場合でも完了形が用いられる．

＜

, ＝アル禁止形．

＜

＜

， ，意味は指示形．

＝分詞の名詞的用法．

＜ ，原意は「鼻」




